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ⅠⅠははじじめめにに

中学校学習指導要領 平成 告示 解説保健体育編

において、「健康な生活と運動やスポーツとの関わり

を深く理解したり、心と体が密接につながっているこ

とを実感したりできるようにすること」が求められて

いる。さらに、保健分野と体育分野の関連を図ること

が求められている。また、「ストレス社会」と呼ばれ

る現代では、ストレスと付き合っていくことが不可欠

であると考えられる。これらを踏まえ、

➀教科内におけるカリキュラム・マネジメントを

踏まえた授業づくり

➁保健分野の学習の充実

➂子どもの意見を反映できる授業づくり

を行う必要があると考えた。

そこで、本稿では「教科内カリキュラム・マネジメ

ント」の視点を取り入れた中学校第 学年の保健分野

の「欲求やストレスへの対処と心の健康」と体育分野

の「 球技」の実践から成果と課題を報告するととも

に新たな保健体育科の授業モデルを提案する。

ⅡⅡ主主題題設設定定のの理理由由

 保保健健とと体体育育のの関関連連性性ににつついいてて

文部科学省 の中学校学習指導要領 平成 年

告示 解説保健体育編において、体育分野と保健分野

の関連を図った指導の充実について、内容の取扱いに

おける配慮事項の改善が示された。

資資料料 内内容容のの取取扱扱いいににおおけけるる配配慮慮事事項項ににつついいてて

文部科学省（ ）は、体育分野と保健分野で示さ

れた内容については、相互の関連が図られるよう留意

することを示し、具体的には、体育分野の「 体つく

り運動」と保健分野の「欲求やストレスへの対処と心

の健康」を関連させることや、体育分野の「 水泳」

と保健分野の「応急手当」を関連させることなどを取

り上げている。このことから、保健分野と体育分野の

関連性を持った具体的な学習を展開する必要があると

考えた。

日野 は、体育理論領域と保健分野を関連付け

る授業づくりについて「それぞれの分野での研究成果

や知見を共有し、体育と保健の連携を強化していく必

要がある」と述べているが、保健分野と体育理論の領

域以外の領域に関連を持たせた授業づくりに関する記

述は見られない。

中村 は、「からだの学習」を挙げ、からだの

「つくり・しくみ・はたらき」がからだの中で「つな

がり合って働いていること」を、運動を通して認識す

ることをねらいとした授業づ

くりを提案している。この保

健分野と体育分野の関連を右

図のように示す。からだの変

化における科学的根拠は、か

らだの変化や感情の変化として表れてくると考え、実

践では心拍数や呼吸に視点をおいて、持久走や長距離

走と関連させている。しかし、この実践は「運動にお

ける体とのかかわり」に視点をおき、「運動における

心と体のかかわり」とは言えないと考えた。そのため、

今回の実践では「運動における心と

体のかかわり」に着目した授業実践

を行う。今回の実践で目指す保健分

野と体育分野の関連を右図のように

示す。

 スストトレレススへへのの対対処処ににつついいてて

文部科学省 の中学校学習指導要領 平成 年

告示 解説保健体育編において、保健分野には新たに

“技能”の内容が示された。

資資料料 保保健健分分野野ににおおけけるる知知識識及及びび技技能能ににつついいてて

この資料から、生徒が感じている不安や嫌な気持ち

心と体を一体としてとらえる保健体育科の授業実践

―保健分野と体育分野の関連に着目してー

「保健体育分野においては、生涯にわたって健康を保持

増進し、豊かなスポーツライフを実現する資質・能力の

育成を重視する観点から、健康な生活と運動やスポーツ

との関わりを深く理解したり、心と体が密接につながっ

ていることを実感したりできるようにすることの重要性

を改めて示すとともに、体育分野と保健分野の関連を図

る工夫の例を新たに示した。」

心身の機能の発達と心の健康

エ 欲求やストレスへの対処と心の健康

㋑欲求やストレスとその対処

「リラクセーションの方法等を取り上げ、ストレスによ

る心身の負担を軽くするような対処の方法ができるよう

にする。」

アンケートを見ると多くの生徒が「体育」「運動」「球

技」に対しての感情ではなく、「まぐらぐびー」を通

しての「体育」「運動」「球技」への感情が記述してい

た。「体育」の面では、チームで協力することの楽し

さ、喜び、大切さを感じている記述が多く見られた。

「運動」の面では、体を動かすことの楽しさや仲間と

運動することの楽しさを感じている記述が多く見られ

た。「球技」の面では、枕を使用したことに対しての

記述やチームで協力することの楽しさ、喜び、大切さ

を感じている記述が多く見られた。

3-2.本実践における「易しいゲーム」の効果

「易しいゲーム」を行ったことにより、どのような

効果があったのか抽出生徒などから考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 や

他の生徒の第 時のアンケートの記述から、「チーム

のみんなと体育で協力し合いやるのが楽しいと感じた」

などの記述が多く見られた。さらに、抽出生徒 、

のようなボールに対して苦手意識がある生徒の第 時

の「球技」のアンケート結果から、「枕だから当たっ

ても怖くない」などの記述が多く見られた。このこと

から「チームで協力することの楽しさ、喜び、大切さ

を感じることができた」、「枕を使用したことにより、

ボールに対する恐怖心が無くなり、誰でもゲームを楽

しく行うことができた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 、

や他の生徒は、困ったことを全体共有している時、

頷いたり、「わかる」や「確かに」などの同意する声

を上げたりしていた。このことから、「困っているこ

とが自分だけではないという経験をし、安心感が生ま

れた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 、

や他の生徒の第 時と第 時のゲーム中の動きの違

いやワークシートなどから、自己に適した動きを見つ

け、空間を作り、空間に走り込むことができている生

徒が多かった。また、抽出生徒 や他の生徒の第 時

のアンケートから、「紙に書くことによりゲームで大

事な部分を明確にすることができた」などの記述があ

った。このことから、「空間に走り込む動きを学ぶこ

とができた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 や

他の生徒の振り返りシートや第 時のアンケートから、

「友達がプレーしているのを見て応援したりするのが

とても楽しかった」や「団体戦では今までと違った味

方がいる状態で自分がミスしてもほかに仲間がいる」

などの記述が見られた。このことから、「スポーツを

「みる」ことの楽しさを感じることができた」、「チー

ムで協力することの楽しさ、喜び、大切さを感じるこ

とができた」と考えた。

「手立て 」を行ったことにより、抽出生徒 、 、

、 や他の生徒のゲームの動きや様子、第 時のアン

ケートなどから、ゲームに意欲的に取り組むことがで

きていたことがわかった。このことから、「チームで

協力することの楽しさ、喜び、大切さを感じることが

できた」、「受容感を得られることができ、運動に対す

る意欲が高くなった」と考えた。

3-3.研究仮説の考察

ゴール型球技の「易しいゲーム」の教材開発と実践

を行うこと（必要な手立てを施した実践）により、検

討の余地は残るが、誰もが運動の楽しさや喜びを味わ

える保健体育科の授業づくりを目指すことができたと

と から考える。なお、誰もが運動の楽しさや

喜びを味わえるということは、本研究の「易しいゲー

ム」は「体育」の見方・考え方にとどまらず、「運動」

や「球技」の見方・考え方への効果の範囲を広げ、豊

かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育

成につながる契機となった可能性があると と

から考える。

4.課題

組の多くの生徒が、第 時で飽きてゲームを行っ

ている様子だった。生徒に話を聞くと「ずっと同じ感

じで飽きた」や「第 時で終わっていれば飽きなかっ

たと思う」と言っていた。また、 組以外にも 組

の 名が第 時のアンケートに記述していた。 組の

多くの生徒が「飽きた」と答えた要因として、学級閉

鎖により第 時と第 時の学びが途切れてしまったた

め、「コーンをさわれ」を 時間多く行った。そのた

め、手立て を実施できず、手立て を第 時まで行

ったので、飽きてしまったと考えた。また、 組の

名が第 時のアンケートに記述していたことから、他

にも「飽きた」と思っている生徒がいたと考える。そ

のため、常に生徒の学びが変化することに対応する

「易しいゲーム」になるには、教師から提示した「易

しいゲーム」を固定化せず、生徒と教師が授業の中で

つくる「易しいゲーム」の開発が必要であると考える。

今後の授業づくりの追究点としたい。

【引用・参考文献】
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 研研究究のの手手立立てて

手手立立てて➀➀「「保保健健授授業業でで体体育育授授業業・・球球技技のの場場面面をを取取

りり入入れれるる」」

保健分野と体育分野の関連を図るために、体育授業

に入る前に保健分野の「ストレス対処」「心と体のか

かわり」についての授業に取り組み、その中で体育授

業「球技：ゴール型（バスケットボール）」の内容を

組み込み、体育授業の導入として扱った。

手手立立てて➁➁「「課課題題解解決決ののたためめののルルーールル・・ママナナーー・・動動

ききのの工工夫夫」」

誰もが楽しむことができるゲームを創造するため

に、➀実際に運動をしてみて、課題を見つける場。➁

課題を解決するための話し合いの場。を設け、ルー

ル、マナー、用具、動きの 点に焦点を当てて改善点

を話し合えるように工夫した。また、常に話し合った

ことを可視化できるように、模造紙に授業者が子ども

の意見を記述した。

手手立立てて➂➂「「授授業業後後半半ににおおけけるる作作戦戦→→ゲゲーームム→→振振りり

返返りりとと作作戦戦→→ゲゲーームムののササイイククルル」」

チームの特徴を踏まえた作戦を考え、実行できるよ

うにするために、「作戦を考える→ゲームを行う→振

り返りと作戦を考える→ゲームを行う」のサイクルで

授業を展開した。

手手立立てて➃➃「「ココーートトややボボーールルのの工工夫夫」」

生徒全員が楽しむことができるように、コートを通

常サイズよりも小さくし、片方はバスケットゴール、

片方はポートボールのように人がゴールとなっている

コートを作成した（図 ）。

図図 ココーートトのの工工夫夫

また、生徒から「ケガをしたくない」「ボールが硬い

から痛い」「ボールを変えたい」という意見があった

場合に、生徒がボールを選ぶことができるように、ス

マイルバスケットボールの６号を３つと５号を３つ用

意した（図 ）。

図図 ボボーールルのの工工夫夫

（（右右：：通通常常 左左２２つつ：：ススママイイルルババススケケッットトボボーールル））

手手立立てて➄➄「「チチーームムのの工工夫夫」」

チーム分けの条件を、「バスケ部としての経験者か

どうか」「身長」とした。バスケ部としての経験者が

同じチームにならないようにし、身長は 代が

人、 代が 人、 代が 人の平均身長がだ

いたい 代になるように設定した。また、やむを

得ない場合以外は、単元を通して常に同じチームとし、

自チームの特徴をつかむことができるようにした。

 検検証証方方法法

➀授業内の生徒の様子から分析

授業実践の際に、活動の様子を撮影した映像を基

に、ルール・マナー作りやチームごとの動きの作戦

を通して、どのように生徒の姿に変化があるのかを

分析する。

②抽出グループの変容観察と振り返りシートの分析

全グループから グループ抽出し、動画や生徒の

振り返りの記述を基に分析する。

③抽出グループのウェビングマップの分析

抽出グループの生徒が保健授業で記述したウェビ

ングマップと体育授業の単元終わりに記述したウェ

ビングマップの変容を分析する。

④ストレスへの向き合い方の変容の分析

単元の初めと終わりでストレス度の変容や、スト

レスに対する考え方の変容を分析する。

ⅣⅣ 研研究究にに関関わわるる授授業業実実践践とと考考察察

 教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢににおおけけるる授授業業実実践践

対象：愛知県公立中学校 第 学年 、 組 計 名

期間：令和 年 火 ～ 月

単元：保健分野（ストレスへの対処、心と体のかかわり）

体育分野 球技「ゴール型」 簡易バスケットボール

 単単元元計計画画
時時数数 学学習習内内容容 ○○ 学学習習活活動動 ●●

保健

【【自自分分ににととっってて嫌嫌ななここととととはは？？どどうう対対処処すするる？？】】

●●体育「球技」について考える。

○ストレスの感じ方の違いを知る。

○対処の仕方を考える。

【【心心のの感感じじ方方、、体体のの反反応応】】

○心の感じ方やそれに伴った体の反応の違いを知る。

体育

【【どどううややっってて攻攻めめるる？？どどううややっってて守守るる？？】】

●● 対 ドリルゲームを行う。

○○ルールを工夫する。

○動きを試し、身につける。

保健分野で考え、学んだ知識を用いて、運動を行

い、自他の不安等に対して、自分たちに合った動

きや考えを思考し、試行していき、不安や嫌な気

持ち等に向き合いながらみんなで運動を楽しむこ

とができる。

等のストレスを無くすために、どうするのかではなく、

それらにどのように向き合っていくのか、軽減してい

くのかというところに注目していくべきであることが

分かる。また、ストレスを無くすために対処を考える

のではなく、それに対してどのような考えを持つのか

も重要であると考えた。佐々木ら は、体育授業

に対する劣等コンプレックス ＝体育授業に対する態

度や心理的特性 は運動スキルの劣等性が焦点化され

て生じるものと、劣等性に結びつく心理・社会・身体

要因の つの枠組みで捉えられることを明らかにして

いる。また運動やスポーツ，体育授業が嫌いなこと、

さらに体育授業に対する満足感が低いことは、劣等コ

ンプレックスの強さと関係することが示唆されたが実

際にどのような授業をしたら良いのかは述べられてい

ない。

 心心とと体体ののかかかかわわりりににつついいてて

文部科学省 の中学校学習指導要領 平成 年

告示 解説保健体育編において、心と体を一体として

捉えることに関して、以下のように示されている。

資資料料 心心とと体体ののかかかかわわりりににつついいてて

そこから、運動 体育分野 を通して生徒自身の健康

観 保健分野 を育むことや、運動 体育分野 によって

心の感じ方 保健分野 を知ることなどが重要であると

考えた。また、このことから心と体のかかわりが感じ

られるような授業が重要であることが分かる。

 連連携携協協力力校校のの生生徒徒のの実実態態

第 期スポーツ基本計画において、これからの共生

社会の実現について以下のように記された。

資資料料 ここれれかかららのの共共生生社社会会ににつついいてて

以上から、「あつまり」「ともに」スポーツをする場

を設ける必要であると考える。

連携協力校の自身が担当させていただいた第 学年

の生徒は、 クラスの交流が少ない。体育授業でのチ

ーム分けにおいてもクラスごとで分かれており、 ク

ラス合同のチームを組むことがほぼ見られなかった。

そういったチーム分けには理由はなく、クラス間での

人間関係に関しては、特別考慮する必要のある生徒は

いなかった。そのため、今回の授業実践についてはク

ラス混合でのチームに分けることにした。

また、生徒に球技に対してどのような思いを抱いて

いるのかを聞いたところ、「激しい」「怖い」「難し

い」「当たると痛い」「ケガをする」「ルールが厳し

い・分からない」「できない」「分からない」「コント

ロールできない」「協力するのが苦手」「上手く連携が

取れない」「痛いからやりたくないと思う」「ボールが

硬い」「妨害されると怖い」「下手と言われそう」「こ

の人とチームが一緒は嫌だ等を思ってしまう」「上手

い子の足を引っ張らないか不安」「シュートを外すと

恥ずかしい」等の球技に対して否定的な意見が多く出

てきた。一方、「楽しい」「シュートが入るとうれし

い」「得意」「楽しくやりたい」「うまくできたらうれ

しい」「面白い」「連携が成功するとうれしい、楽し

い」「見ることが好き」「好き」「上手くなりたい」「シ

ュートを打ちたい」「（バスケ）楽しそう、やってみた

い」といった肯定的な意見も出てきた。否定的な意見

をなるべく肯定的な考えにできるようにするために、

球技に対する考え方を少しでも変えたいと思った。ま

た、否定的な意見から「不安」や「嫌な気持ち」等が

あり、それがストレスとなっている可能性もあると考

え、保健分野と体育分野の関連に着目して、自他の心

と体のかかわりを重視する授業を実践したいと考え

た。

ⅢⅢ研研究究構構想想

 研研究究のの目目的的

体育分野と保健分野が相互に関連があることを学ぶ

ことで、生徒が自他の心と体を一体としてとらえる健

康観を育みたい。そこで本実践では子どもたち自身が

困った、嫌だと思ったことを外在化し、それらと向き

合うために、または改善していくために、ルールやマ

ナー、動きをチームや個人で工夫していくことでスト

レスとの適切な付き合い方に気づかせ、対処につなげ

ていくことを目的とした。

 研研究究仮仮説説とと目目指指すす生生徒徒のの姿姿

本研究の研究仮説を以下のように設定する。

さらに上記のような研究を行うことで目指す具体的な

生徒の姿を以下に示す。

心心とと体体をを一一体体ととししてて捉捉ええとは、生徒の心身ともに健全な

発達を促すためには心と体を一体として捉えた指導が重

要であることから、引き続き強調したものである。すな

わち、心と体の発達の状態を踏まえて、運動による心と

体への効果や健康、特に心の健康が運動と密接に関連し

ていることなどを理解する事の大切さを示したものであ

る。

誰もが「する」「みる」「ささえる」ことを通じてスポー

ツの価値を享受できるよう、国は、様々な立場・状況の

人が「あつまり」、「ともに」スポーツを楽しめる環境を

構築することを通じ、スポーツを通じた共生社会の実現

を図っていく。

保健分野 欲求やストレスへの対処と心の健康 で

考え学んだことを活かし、自分たちの実態に合わ

せて、誰もが楽しむことができるゲームを創造す

ることで、自身の心の健康をコントロールしなが

ら、自身のストレスとの適切な付き合い方を学ぶ

ことができるだろう。
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 研研究究のの手手立立てて

手手立立てて➀➀「「保保健健授授業業でで体体育育授授業業・・球球技技のの場場面面をを取取

りり入入れれるる」」

保健分野と体育分野の関連を図るために、体育授業

に入る前に保健分野の「ストレス対処」「心と体のか

かわり」についての授業に取り組み、その中で体育授

業「球技：ゴール型（バスケットボール）」の内容を

組み込み、体育授業の導入として扱った。

手手立立てて➁➁「「課課題題解解決決ののたためめののルルーールル・・ママナナーー・・動動

ききのの工工夫夫」」

誰もが楽しむことができるゲームを創造するため

に、➀実際に運動をしてみて、課題を見つける場。➁

課題を解決するための話し合いの場。を設け、ルー

ル、マナー、用具、動きの 点に焦点を当てて改善点

を話し合えるように工夫した。また、常に話し合った

ことを可視化できるように、模造紙に授業者が子ども

の意見を記述した。

手手立立てて➂➂「「授授業業後後半半ににおおけけるる作作戦戦→→ゲゲーームム→→振振りり

返返りりとと作作戦戦→→ゲゲーームムののササイイククルル」」

チームの特徴を踏まえた作戦を考え、実行できるよ

うにするために、「作戦を考える→ゲームを行う→振

り返りと作戦を考える→ゲームを行う」のサイクルで

授業を展開した。

手手立立てて➃➃「「ココーートトややボボーールルのの工工夫夫」」

生徒全員が楽しむことができるように、コートを通

常サイズよりも小さくし、片方はバスケットゴール、

片方はポートボールのように人がゴールとなっている

コートを作成した（図 ）。

図図 ココーートトのの工工夫夫

また、生徒から「ケガをしたくない」「ボールが硬い

から痛い」「ボールを変えたい」という意見があった

場合に、生徒がボールを選ぶことができるように、ス

マイルバスケットボールの６号を３つと５号を３つ用

意した（図 ）。

図図 ボボーールルのの工工夫夫

（（右右：：通通常常 左左２２つつ：：ススママイイルルババススケケッットトボボーールル））

手手立立てて➄➄「「チチーームムのの工工夫夫」」

チーム分けの条件を、「バスケ部としての経験者か

どうか」「身長」とした。バスケ部としての経験者が

同じチームにならないようにし、身長は 代が

人、 代が 人、 代が 人の平均身長がだ

いたい 代になるように設定した。また、やむを

得ない場合以外は、単元を通して常に同じチームとし、

自チームの特徴をつかむことができるようにした。

 検検証証方方法法

➀授業内の生徒の様子から分析

授業実践の際に、活動の様子を撮影した映像を基

に、ルール・マナー作りやチームごとの動きの作戦

を通して、どのように生徒の姿に変化があるのかを

分析する。

②抽出グループの変容観察と振り返りシートの分析

全グループから グループ抽出し、動画や生徒の

振り返りの記述を基に分析する。

③抽出グループのウェビングマップの分析

抽出グループの生徒が保健授業で記述したウェビ

ングマップと体育授業の単元終わりに記述したウェ

ビングマップの変容を分析する。

④ストレスへの向き合い方の変容の分析

単元の初めと終わりでストレス度の変容や、スト

レスに対する考え方の変容を分析する。

ⅣⅣ 研研究究にに関関わわるる授授業業実実践践とと考考察察

 教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢににおおけけるる授授業業実実践践

対象：愛知県公立中学校 第 学年 、 組 計 名

期間：令和 年 火 ～ 月

単元：保健分野（ストレスへの対処、心と体のかかわり）

体育分野 球技「ゴール型」 簡易バスケットボール

 単単元元計計画画
時時数数 学学習習内内容容 ○○ 学学習習活活動動 ●●

保健

【【自自分分ににととっってて嫌嫌ななここととととはは？？どどうう対対処処すするる？？】】

●●体育「球技」について考える。

○ストレスの感じ方の違いを知る。

○対処の仕方を考える。

【【心心のの感感じじ方方、、体体のの反反応応】】

○心の感じ方やそれに伴った体の反応の違いを知る。

体育

【【どどううややっってて攻攻めめるる？？どどううややっってて守守るる？？】】

●● 対 ドリルゲームを行う。

○○ルールを工夫する。

○動きを試し、身につける。

保健分野で考え、学んだ知識を用いて、運動を行

い、自他の不安等に対して、自分たちに合った動

きや考えを思考し、試行していき、不安や嫌な気

持ち等に向き合いながらみんなで運動を楽しむこ

とができる。

等のストレスを無くすために、どうするのかではなく、

それらにどのように向き合っていくのか、軽減してい

くのかというところに注目していくべきであることが

分かる。また、ストレスを無くすために対処を考える

のではなく、それに対してどのような考えを持つのか

も重要であると考えた。佐々木ら は、体育授業

に対する劣等コンプレックス ＝体育授業に対する態

度や心理的特性 は運動スキルの劣等性が焦点化され

て生じるものと、劣等性に結びつく心理・社会・身体

要因の つの枠組みで捉えられることを明らかにして

いる。また運動やスポーツ，体育授業が嫌いなこと、

さらに体育授業に対する満足感が低いことは、劣等コ

ンプレックスの強さと関係することが示唆されたが実

際にどのような授業をしたら良いのかは述べられてい

ない。

 心心とと体体ののかかかかわわりりににつついいてて

文部科学省 の中学校学習指導要領 平成 年

告示 解説保健体育編において、心と体を一体として

捉えることに関して、以下のように示されている。

資資料料 心心とと体体ののかかかかわわりりににつついいてて

そこから、運動 体育分野 を通して生徒自身の健康

観 保健分野 を育むことや、運動 体育分野 によって

心の感じ方 保健分野 を知ることなどが重要であると

考えた。また、このことから心と体のかかわりが感じ

られるような授業が重要であることが分かる。

 連連携携協協力力校校のの生生徒徒のの実実態態

第 期スポーツ基本計画において、これからの共生

社会の実現について以下のように記された。

資資料料 ここれれかかららのの共共生生社社会会ににつついいてて

以上から、「あつまり」「ともに」スポーツをする場

を設ける必要であると考える。

連携協力校の自身が担当させていただいた第 学年

の生徒は、 クラスの交流が少ない。体育授業でのチ

ーム分けにおいてもクラスごとで分かれており、 ク

ラス合同のチームを組むことがほぼ見られなかった。

そういったチーム分けには理由はなく、クラス間での

人間関係に関しては、特別考慮する必要のある生徒は

いなかった。そのため、今回の授業実践についてはク

ラス混合でのチームに分けることにした。

また、生徒に球技に対してどのような思いを抱いて

いるのかを聞いたところ、「激しい」「怖い」「難し

い」「当たると痛い」「ケガをする」「ルールが厳し

い・分からない」「できない」「分からない」「コント

ロールできない」「協力するのが苦手」「上手く連携が

取れない」「痛いからやりたくないと思う」「ボールが

硬い」「妨害されると怖い」「下手と言われそう」「こ

の人とチームが一緒は嫌だ等を思ってしまう」「上手

い子の足を引っ張らないか不安」「シュートを外すと

恥ずかしい」等の球技に対して否定的な意見が多く出

てきた。一方、「楽しい」「シュートが入るとうれし

い」「得意」「楽しくやりたい」「うまくできたらうれ

しい」「面白い」「連携が成功するとうれしい、楽し

い」「見ることが好き」「好き」「上手くなりたい」「シ

ュートを打ちたい」「（バスケ）楽しそう、やってみた

い」といった肯定的な意見も出てきた。否定的な意見

をなるべく肯定的な考えにできるようにするために、

球技に対する考え方を少しでも変えたいと思った。ま

た、否定的な意見から「不安」や「嫌な気持ち」等が

あり、それがストレスとなっている可能性もあると考

え、保健分野と体育分野の関連に着目して、自他の心

と体のかかわりを重視する授業を実践したいと考え

た。

ⅢⅢ研研究究構構想想

 研研究究のの目目的的

体育分野と保健分野が相互に関連があることを学ぶ

ことで、生徒が自他の心と体を一体としてとらえる健

康観を育みたい。そこで本実践では子どもたち自身が

困った、嫌だと思ったことを外在化し、それらと向き

合うために、または改善していくために、ルールやマ

ナー、動きをチームや個人で工夫していくことでスト

レスとの適切な付き合い方に気づかせ、対処につなげ

ていくことを目的とした。

 研研究究仮仮説説とと目目指指すす生生徒徒のの姿姿

本研究の研究仮説を以下のように設定する。

さらに上記のような研究を行うことで目指す具体的な

生徒の姿を以下に示す。

心心とと体体をを一一体体ととししてて捉捉ええとは、生徒の心身ともに健全な

発達を促すためには心と体を一体として捉えた指導が重

要であることから、引き続き強調したものである。すな

わち、心と体の発達の状態を踏まえて、運動による心と

体への効果や健康、特に心の健康が運動と密接に関連し

ていることなどを理解する事の大切さを示したものであ

る。

誰もが「する」「みる」「ささえる」ことを通じてスポー

ツの価値を享受できるよう、国は、様々な立場・状況の

人が「あつまり」、「ともに」スポーツを楽しめる環境を

構築することを通じ、スポーツを通じた共生社会の実現

を図っていく。

保健分野 欲求やストレスへの対処と心の健康 で

考え学んだことを活かし、自分たちの実態に合わ

せて、誰もが楽しむことができるゲームを創造す

ることで、自身の心の健康をコントロールしなが

ら、自身のストレスとの適切な付き合い方を学ぶ

ことができるだろう。
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スとストレッサーの関係性を理解できるようにした。

また、匿名で全員のウェビングマップを見ることがで

きるよう共有した。個人の球技に対する考えや思いを

知るとともに、ストレスの感じ方の違いにも気づくこ

とができるようにした。違いに気づきつつも、自身の

ストレスへどう対処するべきかを考える時間を作り、

体育授業「球技」がどのような授業にしていったら良

いのか、個人で考える時間とグループで話し合う時間

を作った。その時間では、「ケガをするから、ボール

を変えるといいんじゃない？」「ルールを簡単にして

ほしい」などの意見が活発に出ており、それを後に行

う予定である体育授業で活かしていこうということを

生徒に伝えた。そのときの生徒の表情は、そのような

授業になるのか不安だけど、楽しみでもあるというよ

うなものであり、自分たちで授業を作り上げていくと

いうことに対して、初めてのことであるから、違和感

がありながらも、わくわくしている様子であったと考

える。また、授業終わりの振り返りでは、保健の授業

を踏まえ、これから体育授業ではどのような授業にし

ていきたいかを生徒に聞き、生徒の思いを引き出せる

ようにした。

資資料料 生生徒徒のの思思いいのの実実際際

次に体育分野は、ゴール型で、種目はバスケットボ

ールを行った。第 時と第 時では、 対 のドリル

ゲームを行い、空間を見つけ出すこと、空間に走り込

むことを身につけることができるようにした。ルール

は以下の通りである。

・こっちからあっちへボールを送る。

・もしボールをカットされたら相手ボール→攻守の切り替え

・制限時間： 分

・ボールが通ったら 点、ボールをカットしたら 点

資資料料 第第 時時ドドリリルルゲゲーームムののルルーールル

・こっちからあっちへボールを送る。

・もしボールをカットされたら相手ボール→攻守の切り替え

・制限時間： 分

・ボールが通ったら 点、ボールをカットしたら 点

・相手コートに味方が 人入る

資資料料 第第 時時ドドリリルルゲゲーームムののルルーールル

第 時と第 時のドリルゲー

ムのコートやボールの動

き、プレイヤーの数等をこ

のように設定した 右図 。

このルールの下、試行して

みて気づいたことや分から

なかったこと、嫌だったことを共有し、それに対して

どのように対応していくのが良いのかをみんなで話し

合った。ルールに関しては、「ドリブルはしていいの

か」「足で止めてもいいの？」「誰も届かないような高

いパスはありなのか」等の意見が出てきた。これらに

対して、ルールをどうするか生徒に聞いたところ、

「足で止めたり、高いボールを投げたりしたら反則に

なるから相手ボールにする」「高いボールではなくて、

バウンドパスのみにする」「手を広げたらボールに届

く範囲の高さに制限する」等のルールを追加した。ま

た、嫌だったことに関しては、「ボールが怖い」「味方

が動いてくれない」「ボールが変な方向に飛んでいく」

等の様々な意見が出てきた。これらに対してどのよう

に対処していけば良いのかを生徒に聞いたところ、

「外野 パスをもらう側 が声を出すといい」「中の人

と外の人が逆の動きをする」「フェイントを使うとパ

スが通りやすい」「パスをもらう人が左右に動く」「く

の字に味方同士が動くとパスが通りやすい」など様々

な意見が出ており、空間の見つけ方、作り方、そこへ

の動き方等の意見を共有することができた。また、そ

うさせないために守りはどうするのかということも生

徒に投げかけると、「投げる人の目を見る」「パスをも

らおうとしている人の足音を聞いて予測する」「 人

はボールを持っている人についてもう 人はボールを

もらおうとしている人につく」「コートを分割して守

る方を決める」などという意見がでており、バスケッ

ト特有のマンツーマン とゾーン の方法等の守り

方の動きや意識を共有することもできた。このことか

ら「球技：ゴール型」の学びの土台ができていると考

える。このドリルゲームでは、生徒たちは通常のバス

ケットボールを選択していたため、スマイルバスケッ

トボールは使用していない。

資資料料 第第 時時 左左 第第 時時 右右 のの生生徒徒 のの振振りり返返りり

次に、第 時から第 時まではスモールサイズコー

トにおけるバスケットボールの 対 ゲームを行った。

この時間から、「ボールが当たったときのケガが怖い」

【【どどううややっってて攻攻めめるる？？どどううややっってて守守るる？？】】

● 対 ドリルゲームを行う。

○ルールを工夫する。

○動きを試し、身につける。

【【ゲゲーームム理理解解ししよようう】】

● 対 ゲームを行う。

●ゲームに慣れる。

○ルールやマナーを工夫する。

【【どどううややっっててゴゴーールルままでで突突破破すするる？？】】

● 対 ゲームを行う。

○自己やチームの動きを考え、試す。

【【どどううややっっててゴゴーールルままでで突突破破すするる？？相相手手のの突突破破をを阻阻止止すするる？？】】

● 対 ゲームを行う。

○自己やチームの動きを考え、試す。

○自己やチームの動きを工夫する。

【【どどううややっっててゴゴーールルままでで突突破破すするる？？相相手手のの突突破破をを阻阻止止すするる？？】】

● 対 ゲームを行う。

○自己やチームの動きを考え、試す。

○自己やチームの動きを工夫する。

【【自自分分たたちちにに合合っったた作作戦戦をを展展開開ししよようう】】

● 対 ゲームを行う。

○動きの作戦を考え、実践する。

【【チチーームムのの特特徴徴をを活活かかししててゲゲーームムをを展展開開ししよようう】】

● 対 ゲームを行う。

○チームの特徴を活かした作戦を実践する。

資資料料 教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢににおおけけるる単単元元計計画画

 評評価価規規準準

知
識
・
技
能

➀空間に走り込む動きについて理解した

ことを つ以上具体的に挙げている。

➁相手や自分の位置を踏まえた攻防につ

いて理解したことを つ以上具体的に

挙げている。

➂ゲームの中で、味方や相手の動きに合

わせて、空間に走り込み、ゴール前の

攻防に参加することができる。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

➀習得した知識を活用して、ゲームを振

り返り、自己やチームの課題を、ボー

ル操作やボールを持たない動きなどの

具体例を挙げ、他者に伝えている。

➁自己やチームの課題に応じた動きや作

戦を つ以上選んでいる。

➂球技の学習を踏まえて、自己に適した

役割を具体的に つ以上見付けてい

る。

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

➀仲間と楽しむために、積極的にゲーム

や話し合いに参加しようとしている。

➁仲間の学習を援助しながら、一人一人

の違いに応じたプレイを認めようとし

ている。

資資料料 単単元元のの評評価価規規準準にに即即ししたた生生徒徒のの具具体体的的なな姿姿

 振振りり返返りりテテキキスストトのの使使用用

本実践から、振り返りテキストを、ロイロノートを

用いて記述させることとした。各チームの作戦内容等

の変容やその作戦や動きを通してチーム内での自他の

関係性、個人のストレス具合の変容や気持ちの変化を

学習者や授業者が、見ることができるようにするため

導入することとした。

資資料料 振振りり返返りり作作戦戦シシーートト

資資料料 自自身身ののスストトレレススににつついいててのの振振りり返返りり

 授授業業のの実実際際とと考考察察

本実践の分析を保健分野と体育分野の授業に分けて

実際と考察を述べていく。保健分野（第 時）では、

二つの内容を 時間ずつ行う予定であったが、まとめ

て 時間で行うことになった。

時時数数 学学習習内内容容 ○○ 学学習習活活動動 ●●

保健

【【自自分分ににととっってて嫌嫌ななここととととはは？？どどうう対対処処すするる？？】】

●体育「球技」について考える。

○ストレスの感じ方の違いを知る。

○対処の仕方を考える。

【【心心のの感感じじ方方、、体体のの反反応応】】

○心の感じ方やそれに伴った体の反応の違いを知る。

資資料料 保保健健分分野野のの授授業業計計画画

まずは、ウェビングマップを使用し、今までの体育

授業の球技について生徒が何を思っているのかを記述

させた。

資資料料 生生徒徒 ののウウェェビビンンググママッッププのの実実際際➀➀

この中で気持ちとその要因に着目させつつ、ストレ

－422－



スとストレッサーの関係性を理解できるようにした。

また、匿名で全員のウェビングマップを見ることがで

きるよう共有した。個人の球技に対する考えや思いを

知るとともに、ストレスの感じ方の違いにも気づくこ

とができるようにした。違いに気づきつつも、自身の

ストレスへどう対処するべきかを考える時間を作り、

体育授業「球技」がどのような授業にしていったら良

いのか、個人で考える時間とグループで話し合う時間

を作った。その時間では、「ケガをするから、ボール

を変えるといいんじゃない？」「ルールを簡単にして

ほしい」などの意見が活発に出ており、それを後に行

う予定である体育授業で活かしていこうということを

生徒に伝えた。そのときの生徒の表情は、そのような

授業になるのか不安だけど、楽しみでもあるというよ

うなものであり、自分たちで授業を作り上げていくと

いうことに対して、初めてのことであるから、違和感

がありながらも、わくわくしている様子であったと考

える。また、授業終わりの振り返りでは、保健の授業

を踏まえ、これから体育授業ではどのような授業にし

ていきたいかを生徒に聞き、生徒の思いを引き出せる

ようにした。

資資料料 生生徒徒のの思思いいのの実実際際

次に体育分野は、ゴール型で、種目はバスケットボ

ールを行った。第 時と第 時では、 対 のドリル

ゲームを行い、空間を見つけ出すこと、空間に走り込

むことを身につけることができるようにした。ルール

は以下の通りである。

・こっちからあっちへボールを送る。

・もしボールをカットされたら相手ボール→攻守の切り替え

・制限時間： 分

・ボールが通ったら 点、ボールをカットしたら 点

資資料料 第第 時時ドドリリルルゲゲーームムののルルーールル

・こっちからあっちへボールを送る。

・もしボールをカットされたら相手ボール→攻守の切り替え

・制限時間： 分

・ボールが通ったら 点、ボールをカットしたら 点

・相手コートに味方が 人入る

資資料料 第第 時時ドドリリルルゲゲーームムののルルーールル

第 時と第 時のドリルゲー

ムのコートやボールの動

き、プレイヤーの数等をこ

のように設定した 右図 。

このルールの下、試行して

みて気づいたことや分から

なかったこと、嫌だったことを共有し、それに対して

どのように対応していくのが良いのかをみんなで話し

合った。ルールに関しては、「ドリブルはしていいの

か」「足で止めてもいいの？」「誰も届かないような高

いパスはありなのか」等の意見が出てきた。これらに

対して、ルールをどうするか生徒に聞いたところ、

「足で止めたり、高いボールを投げたりしたら反則に

なるから相手ボールにする」「高いボールではなくて、

バウンドパスのみにする」「手を広げたらボールに届

く範囲の高さに制限する」等のルールを追加した。ま

た、嫌だったことに関しては、「ボールが怖い」「味方

が動いてくれない」「ボールが変な方向に飛んでいく」

等の様々な意見が出てきた。これらに対してどのよう

に対処していけば良いのかを生徒に聞いたところ、

「外野 パスをもらう側 が声を出すといい」「中の人

と外の人が逆の動きをする」「フェイントを使うとパ

スが通りやすい」「パスをもらう人が左右に動く」「く

の字に味方同士が動くとパスが通りやすい」など様々

な意見が出ており、空間の見つけ方、作り方、そこへ

の動き方等の意見を共有することができた。また、そ

うさせないために守りはどうするのかということも生

徒に投げかけると、「投げる人の目を見る」「パスをも

らおうとしている人の足音を聞いて予測する」「 人

はボールを持っている人についてもう 人はボールを

もらおうとしている人につく」「コートを分割して守

る方を決める」などという意見がでており、バスケッ

ト特有のマンツーマン とゾーン の方法等の守り

方の動きや意識を共有することもできた。このことか

ら「球技：ゴール型」の学びの土台ができていると考

える。このドリルゲームでは、生徒たちは通常のバス

ケットボールを選択していたため、スマイルバスケッ

トボールは使用していない。

資資料料 第第 時時 左左 第第 時時 右右 のの生生徒徒 のの振振りり返返りり

次に、第 時から第 時まではスモールサイズコー

トにおけるバスケットボールの 対 ゲームを行った。

この時間から、「ボールが当たったときのケガが怖い」

【【どどううややっってて攻攻めめるる？？どどううややっってて守守るる？？】】

● 対 ドリルゲームを行う。

○ルールを工夫する。

○動きを試し、身につける。

【【ゲゲーームム理理解解ししよようう】】

● 対 ゲームを行う。

●ゲームに慣れる。

○ルールやマナーを工夫する。

【【どどううややっっててゴゴーールルままでで突突破破すするる？？】】

● 対 ゲームを行う。

○自己やチームの動きを考え、試す。

【【どどううややっっててゴゴーールルままでで突突破破すするる？？相相手手のの突突破破をを阻阻止止すするる？？】】

● 対 ゲームを行う。

○自己やチームの動きを考え、試す。

○自己やチームの動きを工夫する。

【【どどううややっっててゴゴーールルままでで突突破破すするる？？相相手手のの突突破破をを阻阻止止すするる？？】】

● 対 ゲームを行う。

○自己やチームの動きを考え、試す。

○自己やチームの動きを工夫する。

【【自自分分たたちちにに合合っったた作作戦戦をを展展開開ししよようう】】

● 対 ゲームを行う。

○動きの作戦を考え、実践する。

【【チチーームムのの特特徴徴をを活活かかししててゲゲーームムをを展展開開ししよようう】】

● 対 ゲームを行う。

○チームの特徴を活かした作戦を実践する。

資資料料 教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢににおおけけるる単単元元計計画画

 評評価価規規準準

知
識
・
技
能

➀空間に走り込む動きについて理解した

ことを つ以上具体的に挙げている。

➁相手や自分の位置を踏まえた攻防につ

いて理解したことを つ以上具体的に

挙げている。

➂ゲームの中で、味方や相手の動きに合

わせて、空間に走り込み、ゴール前の

攻防に参加することができる。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

➀習得した知識を活用して、ゲームを振

り返り、自己やチームの課題を、ボー

ル操作やボールを持たない動きなどの

具体例を挙げ、他者に伝えている。

➁自己やチームの課題に応じた動きや作

戦を つ以上選んでいる。

➂球技の学習を踏まえて、自己に適した

役割を具体的に つ以上見付けてい

る。

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

➀仲間と楽しむために、積極的にゲーム

や話し合いに参加しようとしている。

➁仲間の学習を援助しながら、一人一人

の違いに応じたプレイを認めようとし

ている。

資資料料 単単元元のの評評価価規規準準にに即即ししたた生生徒徒のの具具体体的的なな姿姿

 振振りり返返りりテテキキスストトのの使使用用

本実践から、振り返りテキストを、ロイロノートを

用いて記述させることとした。各チームの作戦内容等

の変容やその作戦や動きを通してチーム内での自他の

関係性、個人のストレス具合の変容や気持ちの変化を

学習者や授業者が、見ることができるようにするため

導入することとした。

資資料料 振振りり返返りり作作戦戦シシーートト

資資料料 自自身身ののスストトレレススににつついいててのの振振りり返返りり

 授授業業のの実実際際とと考考察察

本実践の分析を保健分野と体育分野の授業に分けて

実際と考察を述べていく。保健分野（第 時）では、

二つの内容を 時間ずつ行う予定であったが、まとめ

て 時間で行うことになった。

時時数数 学学習習内内容容 ○○ 学学習習活活動動 ●●

保健

【【自自分分ににととっってて嫌嫌ななここととととはは？？どどうう対対処処すするる？？】】

●体育「球技」について考える。

○ストレスの感じ方の違いを知る。

○対処の仕方を考える。

【【心心のの感感じじ方方、、体体のの反反応応】】

○心の感じ方やそれに伴った体の反応の違いを知る。

資資料料 保保健健分分野野のの授授業業計計画画

まずは、ウェビングマップを使用し、今までの体育

授業の球技について生徒が何を思っているのかを記述

させた。

資資料料 生生徒徒 ののウウェェビビンンググママッッププのの実実際際➀➀

この中で気持ちとその要因に着目させつつ、ストレ
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資資料料 第第 ・・ 時時のの緑緑チチーームム振振りり返返りり

【【第第 ・・ 時時】】

第 時では、 対 ゲームを初めてやってみて戸惑

いを感じながらも、ボールを繋げるためにパスを出す

ところを探したり、パスが通るように様々なところに

動いたりする姿が見られ始めた。守りの動きに関して

は、まだどうしたらよいのか分からない様子が続いて

いた。ボールを変えたことによって前回までの振り返

りで出ていた「怖い」等の意見がなくなり、動きに関

することが出てくるようになった。

資資料料 第第 時時のの振振りり返返りり

第 時では、相手の動きに合わせて動くことまでし

かできない状態が続いていた。また、パスをすること

しか考えていない状態であった。実際に振り返りでも

相手や味方に近寄られて何もできない、動くことがで

きないというような様子であったことが分かる。

資資料料 第第 時時のの振振りり返返りり

【【第第 時時～～第第 時時】】

第 時からは、コートの使い方が確実に変わった。

休憩の時間は 対 をしながら様々な動きに挑戦する

姿が見られるようになった。他チームよりもたくさん

練習しており、徐々に「バスケット経験者なし」とい

う不安に対して、チームでどう対処するかを考え始め

たと思われる。練習していた分、パスのつなぎ方にも

工夫が見られた。守り方にも工夫が見られた。

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

緑チームは、授業が進むごとに個人でどのように動

くかという意識からチームで得点を取るために、相手

の得点を防ぐためにどのように動くかを意識するよう

＜第 時＞

「何をやったら良いのか分からない」

「味方になかなかパスができない」

「突き指したくない」「ボールがキャッチできない」

「ルールが分からないときがあった」

「他のチームより劣っている」「ボールに触るのが嫌」

「動きが遅い」「マーカーを蹴りそう」「ボールが怖い」

＜第 時＞

「顔に当たった」「キャッチできない」「ボールが当たると痛い」

「とんでくるのが怖い」「ボールに触るのが嫌」

「高いボールを打ってくる」「選手が近い」

「投げるところを間違えた」「ブロックをミスる」

「ルールがいまいち分からん」「ルールを守らない人がいる」

「ぶつかることが多い」「ダブルドリブルをしてしまう」

「敵チームがボールを高く投げすぎて取れない」

「ボールと一緒に手を叩いてくる」「強引に取ってくる」

「全員に近寄られてボールが投げれない」

「くっついてくるくらい近づいてくる」

＜攻め＞

ボールをもらえる位置に移動。（意識していなかった）

ボールを持っていない味方はバラバラに、ボールを

もらえる位置にいく。（意識できていたのでゴールできた）

パスを出す。ドリブルをする。 ドリブルはできなかった

次回はドリブルをしてゴールに近づいて攻める。

パスをすぐ出す。無理に自分だけで解決しようとしない。（○）

仲間のミスカバーをする。

ボールのキャッチミスは他の仲間が取りにいく。

＜守り＞

積極的にカットする。（何回かできた）

ボールと相手の動きをよく見る。（一回パスカットできた）

手の長い人があまり取りに行かなかった。根性で攻めについていく。

一人につき 一人つく。（○）

＜攻め＞

味方が囲まれている時はスペースを見つけてボールをもらう。

パスできる人がマークされていなかったらパスをする。

少し速攻をしてみてシュートする人にパスをするように空間を探す。

＜守り＞

自分だけ守りについても意味が無かった、全員でつくことしないと意味が無かった。

空間を意識してみたけどもう少しボールを奪うか、

もしゴールに近かったら妨害に意識をすれば得点が稼げるかなぁって思った。

＜攻め＞

無理にシュートしない、困ったら味方にパスを出す。ドリブルとパスをうまく活用する。

マークされたら、パスマークがいなかったらドリブル（途中から最後まで○）

なるべく味方が一カ所に固まらないようにする。（○）

できるだけ味方とばらけるように行動してみた。

手にボールを渡さないように味方にキャッチできそうな場所にパスをしてみる。

＜守り＞

コートに広がる。相手のゴールの近くにも意

識。（なるべく意識したが上手にできなかった）

積極的にボールを取る人と、相手にボールを取られないようにする人をちゃんと区別。

妨害を意識してコート外にボールを行かせる感じにしてみる。

＜攻め＞

ボールを持っていない人が声を出す。

パスをしてキャッチできる空間に移動してシュートしてくれる人にパスをする。

＜守り＞

フォーメーションを意識。（×）

相手の空間を作らない。

「突き指をしたから別のボールにしてみたい」等の意

見が出てきたため、スマイルバスケットボール 号を

使用することにした。実際に使用したところ、生徒は

積極的に動くことができるようになった。これは、ボ

ールが当たることによる恐怖心がなくなったためであ

ると考えられる。

また、第 時のゲームは体育館が使えなくなってし

まったため、急遽武道場でにコートを二つ作り、ポー

トボールのように両端に人がゴールとなって、 対

のゲームを行った。

第 時からのスモールサイズコートバスケットボー

ルでは、ドリルゲームで得た知識や技能を活かすこと

ができるように、今までの意見が記述された模造紙を

常に見ることができるようにした 資料 。

資資料料 攻攻めめやや守守りりのの動動きき方方 模模造造紙紙

第 時からのスモールサイズバスケットボールのル

ールは以下の通りとした 資料 。

資資料料 対対 ゲゲーームムののルルーールル

第 時は、ルールやマナーを工夫する場、ゲームに

慣れる場としてのゲームを行った。生徒の意見からル

ールやマナーを工夫した結果、いくつか変更や追加が

あった 資料 。

資資料料 対対 ゲゲーームムののルルーールル 変変更更後後

第 時までのスモールサイズコートバスケットボー

ルでは、各チームに様々な特徴が出てきたが、ここで

はバスケット経験者がいないチームといるチームの二

チームを取り上げる。

アア  緑緑チチーームム（（ババススケケッットト経経験験者者ななしし））

➀➀緑緑チチーームムのの特特徴徴

緑チームは、バスケット経験者なしのチームであり、

生徒は最初、「バスケ経験者がいないです」「どうした

らよいのですか」と言っており、他のチームにバスケ

経験者がいることに少し不満があった。しかし、バス

ケ経験者がいないという事実を受け止め、「みんなで

考えて協力しないとだね」と言っていた。生徒Ａは球

技自体が苦手で、最初のウェビングマップには「球技

自体、投げるのが、協力するのが苦手」「ドリブルが

上手にできない」という言葉を記述している。運動に

おいても何をしたら良いのか分からない様子であった。

生徒Ｂは、体育授業に積極的に参加する生徒である。

また、緑チームのリーダー的存在となって作戦を考え、

みんなの意見を聞き出していた。生徒Ｃは、様々なこ

とを考えているが、直接それを伝えることが苦手そう

な生徒である。しかし、ゲームに積極的に参加し、チ

ームの一員として様々な動きに挑戦する姿が見られた。

生徒Ｄは、少し無口な生徒である。周りの生徒に比べ

ると話し合いの中では消極的であったが、ゲーム中に

は積極的に動き、攻防に参加していた。

【【第第 ・・ 時時】】

第 時の前半のドリルゲームでは、なかなか動くこ

とができず、全員が何をしたら良いのか分からない様

子が見られた。途中の話し合いをして、ルールやマナ

ーを確認した後の後半のドリルゲームでは、相手の動

きをよく見てパスカットをする姿や最後までボールを

追う姿が増えていた。また生徒Ｂが指示を出す姿が見

られた。第 時のドリルゲームでも、第 時同様に他

のチームよりもなかなか動くことができず、どうした

らよいのか分からない状態が続いていた。しかし、回

数を重ねるごとに、自分たちが何をすべきか少しずつ

分かってきた様子が見え、後半のゲームでは、動いて

みようという意識はあったものの、自分に向かってく

るボールの速さや、ボールの硬さに対して「当たると

痛い」「怖い」という不安な感情が残ったままゲーム

に参加していた。第 時、第 時ともに通常のボール

でのゲームであったため、どのように動くかというよ

りも、とにかくボールに触れるようにするという意識

であったのであろう。実際に振り返りでは下記のよう

な記述があった 資料 。

・開始方法はじゃんけんで勝った方から

・シュートが入ったら得点

・ドリブル→キャッチ→ドリブル× ダブルドリブル パス シュート

・ラグビーみたいにボールを持って走る× トラベリング

・再開方法はコートの外からスローイン 相手チームのパスで始める

・開始方法はじゃんけんで勝った方から

・シュートが入ったら得点

・ドリブル→キャッチ→ドリブル× ダブルドリブル パス シュート

・ラグビーみたいにボールを持って走る× トラベリング

→ 、 歩くらいなら○

・再開方法はコートの外からスローイン 相手チームのパスで始める

・わざとぶつかる ×

・持っているボールを奪う ○

→手を叩く、無理矢理 ×

・人ゴールの目の前にずっといる ×

※下線部は新たに追加されたルールである。
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資資料料 第第 ・・ 時時のの緑緑チチーームム振振りり返返りり

【【第第 ・・ 時時】】

第 時では、 対 ゲームを初めてやってみて戸惑

いを感じながらも、ボールを繋げるためにパスを出す

ところを探したり、パスが通るように様々なところに

動いたりする姿が見られ始めた。守りの動きに関して

は、まだどうしたらよいのか分からない様子が続いて

いた。ボールを変えたことによって前回までの振り返

りで出ていた「怖い」等の意見がなくなり、動きに関

することが出てくるようになった。

資資料料 第第 時時のの振振りり返返りり

第 時では、相手の動きに合わせて動くことまでし

かできない状態が続いていた。また、パスをすること

しか考えていない状態であった。実際に振り返りでも

相手や味方に近寄られて何もできない、動くことがで

きないというような様子であったことが分かる。

資資料料 第第 時時のの振振りり返返りり

【【第第 時時～～第第 時時】】

第 時からは、コートの使い方が確実に変わった。

休憩の時間は 対 をしながら様々な動きに挑戦する

姿が見られるようになった。他チームよりもたくさん

練習しており、徐々に「バスケット経験者なし」とい

う不安に対して、チームでどう対処するかを考え始め

たと思われる。練習していた分、パスのつなぎ方にも

工夫が見られた。守り方にも工夫が見られた。

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

緑チームは、授業が進むごとに個人でどのように動

くかという意識からチームで得点を取るために、相手

の得点を防ぐためにどのように動くかを意識するよう

＜第 時＞

「何をやったら良いのか分からない」

「味方になかなかパスができない」

「突き指したくない」「ボールがキャッチできない」

「ルールが分からないときがあった」

「他のチームより劣っている」「ボールに触るのが嫌」

「動きが遅い」「マーカーを蹴りそう」「ボールが怖い」

＜第 時＞

「顔に当たった」「キャッチできない」「ボールが当たると痛い」

「とんでくるのが怖い」「ボールに触るのが嫌」

「高いボールを打ってくる」「選手が近い」

「投げるところを間違えた」「ブロックをミスる」

「ルールがいまいち分からん」「ルールを守らない人がいる」

「ぶつかることが多い」「ダブルドリブルをしてしまう」

「敵チームがボールを高く投げすぎて取れない」

「ボールと一緒に手を叩いてくる」「強引に取ってくる」

「全員に近寄られてボールが投げれない」

「くっついてくるくらい近づいてくる」

＜攻め＞

ボールをもらえる位置に移動。（意識していなかった）

ボールを持っていない味方はバラバラに、ボールを

もらえる位置にいく。（意識できていたのでゴールできた）

パスを出す。ドリブルをする。 ドリブルはできなかった

次回はドリブルをしてゴールに近づいて攻める。

パスをすぐ出す。無理に自分だけで解決しようとしない。（○）

仲間のミスカバーをする。

ボールのキャッチミスは他の仲間が取りにいく。

＜守り＞

積極的にカットする。（何回かできた）

ボールと相手の動きをよく見る。（一回パスカットできた）

手の長い人があまり取りに行かなかった。根性で攻めについていく。

一人につき 一人つく。（○）

＜攻め＞

味方が囲まれている時はスペースを見つけてボールをもらう。

パスできる人がマークされていなかったらパスをする。

少し速攻をしてみてシュートする人にパスをするように空間を探す。

＜守り＞

自分だけ守りについても意味が無かった、全員でつくことしないと意味が無かった。

空間を意識してみたけどもう少しボールを奪うか、

もしゴールに近かったら妨害に意識をすれば得点が稼げるかなぁって思った。

＜攻め＞

無理にシュートしない、困ったら味方にパスを出す。ドリブルとパスをうまく活用する。

マークされたら、パスマークがいなかったらドリブル（途中から最後まで○）

なるべく味方が一カ所に固まらないようにする。（○）

できるだけ味方とばらけるように行動してみた。

手にボールを渡さないように味方にキャッチできそうな場所にパスをしてみる。

＜守り＞

コートに広がる。相手のゴールの近くにも意

識。（なるべく意識したが上手にできなかった）

積極的にボールを取る人と、相手にボールを取られないようにする人をちゃんと区別。

妨害を意識してコート外にボールを行かせる感じにしてみる。

＜攻め＞

ボールを持っていない人が声を出す。

パスをしてキャッチできる空間に移動してシュートしてくれる人にパスをする。

＜守り＞

フォーメーションを意識。（×）

相手の空間を作らない。

「突き指をしたから別のボールにしてみたい」等の意

見が出てきたため、スマイルバスケットボール 号を

使用することにした。実際に使用したところ、生徒は

積極的に動くことができるようになった。これは、ボ

ールが当たることによる恐怖心がなくなったためであ

ると考えられる。

また、第 時のゲームは体育館が使えなくなってし

まったため、急遽武道場でにコートを二つ作り、ポー

トボールのように両端に人がゴールとなって、 対

のゲームを行った。

第 時からのスモールサイズコートバスケットボー

ルでは、ドリルゲームで得た知識や技能を活かすこと

ができるように、今までの意見が記述された模造紙を

常に見ることができるようにした 資料 。

資資料料 攻攻めめやや守守りりのの動動きき方方 模模造造紙紙

第 時からのスモールサイズバスケットボールのル

ールは以下の通りとした 資料 。

資資料料 対対 ゲゲーームムののルルーールル

第 時は、ルールやマナーを工夫する場、ゲームに

慣れる場としてのゲームを行った。生徒の意見からル

ールやマナーを工夫した結果、いくつか変更や追加が

あった 資料 。

資資料料 対対 ゲゲーームムののルルーールル 変変更更後後

第 時までのスモールサイズコートバスケットボー

ルでは、各チームに様々な特徴が出てきたが、ここで

はバスケット経験者がいないチームといるチームの二

チームを取り上げる。

アア  緑緑チチーームム（（ババススケケッットト経経験験者者ななしし））

➀➀緑緑チチーームムのの特特徴徴

緑チームは、バスケット経験者なしのチームであり、

生徒は最初、「バスケ経験者がいないです」「どうした

らよいのですか」と言っており、他のチームにバスケ

経験者がいることに少し不満があった。しかし、バス

ケ経験者がいないという事実を受け止め、「みんなで

考えて協力しないとだね」と言っていた。生徒Ａは球

技自体が苦手で、最初のウェビングマップには「球技

自体、投げるのが、協力するのが苦手」「ドリブルが

上手にできない」という言葉を記述している。運動に

おいても何をしたら良いのか分からない様子であった。

生徒Ｂは、体育授業に積極的に参加する生徒である。

また、緑チームのリーダー的存在となって作戦を考え、

みんなの意見を聞き出していた。生徒Ｃは、様々なこ

とを考えているが、直接それを伝えることが苦手そう

な生徒である。しかし、ゲームに積極的に参加し、チ

ームの一員として様々な動きに挑戦する姿が見られた。

生徒Ｄは、少し無口な生徒である。周りの生徒に比べ

ると話し合いの中では消極的であったが、ゲーム中に

は積極的に動き、攻防に参加していた。

【【第第 ・・ 時時】】

第 時の前半のドリルゲームでは、なかなか動くこ

とができず、全員が何をしたら良いのか分からない様

子が見られた。途中の話し合いをして、ルールやマナ

ーを確認した後の後半のドリルゲームでは、相手の動

きをよく見てパスカットをする姿や最後までボールを

追う姿が増えていた。また生徒Ｂが指示を出す姿が見

られた。第 時のドリルゲームでも、第 時同様に他

のチームよりもなかなか動くことができず、どうした

らよいのか分からない状態が続いていた。しかし、回

数を重ねるごとに、自分たちが何をすべきか少しずつ

分かってきた様子が見え、後半のゲームでは、動いて

みようという意識はあったものの、自分に向かってく

るボールの速さや、ボールの硬さに対して「当たると

痛い」「怖い」という不安な感情が残ったままゲーム

に参加していた。第 時、第 時ともに通常のボール

でのゲームであったため、どのように動くかというよ

りも、とにかくボールに触れるようにするという意識

であったのであろう。実際に振り返りでは下記のよう

な記述があった 資料 。

・開始方法はじゃんけんで勝った方から

・シュートが入ったら得点

・ドリブル→キャッチ→ドリブル× ダブルドリブル パス シュート

・ラグビーみたいにボールを持って走る× トラベリング

・再開方法はコートの外からスローイン 相手チームのパスで始める

・開始方法はじゃんけんで勝った方から

・シュートが入ったら得点

・ドリブル→キャッチ→ドリブル× ダブルドリブル パス シュート

・ラグビーみたいにボールを持って走る× トラベリング

→ 、 歩くらいなら○

・再開方法はコートの外からスローイン 相手チームのパスで始める

・わざとぶつかる ×

・持っているボールを奪う ○

→手を叩く、無理矢理 ×

・人ゴールの目の前にずっといる ×

※下線部は新たに追加されたルールである。
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けでなく、困ったら後ろにパスをして体制を立て直す

事もしていた。そのようなことを意識した結果、振り

返りでは下記のような意見が出ていた 資料 。

資資料料 第第 時時のの振振りり返返りり

【【第第 時時～～第第 時時】】

第 時からは、生徒Ｅが外から見ていて動きを指示

したり、得点したときには「ナイス」と言っていたり

していた。また、コートを今まで以上に広く使い、前

の空いた空間に走り込む動きがあった。ドリブルで攻

める動きも加わり、状況判断をみんなでするようにな

っていた。誰かがドリブルで動いていたらそれに合わ

せてパスがもらえる位置に動くということもできてい

た。守りでは、誰かがボールを持っている相手に付き、

他の 人は抜かれたときのこと考えながらカバーでき

る位置にいたり、相手 人にそれぞれ付いていたりし

ていた。

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

青チームは単元を通

して、最初からみんな

でどうするかを考えな

がら、それぞれの役割

を見出していった。個

人の得意を伸ばしつ

つ、不得意をカバーし

ながら、不安や嫌なことを解消していったと思われる。

また、このチームは、「協力」は最初からできていた

ものの、どのように動くことが自分たちに合っている

のかを思考や試行をしながら確立していったことが分

かる。

最後に単元が終わった後のアンケートやウェビング

マップにはこのような記述が見られた 資料 、 。

資資料料 単単元元後後ののアアンンケケーートト記記述述

資資料料 生生徒徒ＧＧののウウェェビビンンググママッッププのの実実際際

生徒Ｇのウェビングマップには、「パス→味方」「楽

しい→ストレス解消」という意見が出てきていた。

「攻める時に相手に囲まれてパスができなかったり、ボールが取られたりした」

「ジャンプしても届かないパスを出された。」

「人ゴールの前に立たれて最後のシュートがカットされた」

＜攻め＞

相手がいないスペースにパスを出す。

パスをすると見せかけてドリブルをしてゴールに近づく 逆も然り

＜守り＞

スペースを作らないように、 人ともコート全体に広がる

相手のパスコースを塞ぐように守る。

ゴールした後に、速攻されないようにすぐにパスコースを塞ぐＤＦをする。

＜攻め＞

スペースを作るために、ボールを持っている人

が後ろに下がって、相手を引きつけてスペース

を作る。そのスペースにパスを出す。声を出す。

＜守り＞

相手一人につき一人つく。

＜攻め＞

相手より先に動いてパスする。

パスコースを作る 図➀ 。隊形を作る 図➁ 。

＜守り＞

パスやシュートをしそうな人を守る。

＜攻め＞

隊形 下記の図 の前の人はゴールに一直線。

＜守り＞

隊形の前の人は守りの時はボールを追う役割。

相手がドリブルしているときに、外側に出すように守る。

生徒Ｅ：作戦を考える時も、試合をしている時も、楽し

くできました。個人の技術だけじゃなくてチームワーク

も大切なのかと思いました。

生徒Ｆ： 最初は、シュートも外しまくって、パスも繋

がらなくて楽しくないなと正直思っていたが、途中から

どうしたら良くなるかをチームで話し合うようになり、

そこで意見を言い合えて作戦も大体成功して、とても楽

しくバスケットボールができた。チームで話し合って、

意見を言い合って得点を入れられるようになったり、い

い作戦ができるようになったりとても楽しくバスケがで

きた。また、話し合って意見を言い合えて、どんどんい

いチームになっていけてよかった。

生徒Ｇ：バスケは一人でやるものではないと感じた。

生徒Ｈ：提出なし。

になった。また、「バスケット経験者なし」という不

安や嫌な気持ちに対して、緑チームの生徒は資料

から資料 までの下線部のように「協力」「助け合い」

という対処を行い、実際に自分たちで試行錯誤しなが

ら動くことができた。ここから、チーム内における自

己と他者の関係性を、運動を介して変えていくことが

できたと考える。

最後に単元が終わった後のアンケートやウェビング

マップにはこのような記述が見られた 資料 、 。

資資料料 単単元元後後ののアアンンケケーートト記記述述

資資料料 生生徒徒ＡＡ（（緑緑））ののウウェェビビンンググママッッププのの実実際際➁➁

生徒Ａのウェビングマップには「パスカット→でき

るとうれしい」「バスケ→協力して進む」「協力＝パス

をつなぐ」「ドリブル→できるようになってきた」と

いう意見が出ていた。

これらのことから、緑チームは、保健分野で学習し

たストレス対処や心と体のかかわりを活かしながら、

体育分野で自分たちなりに「不安」というストレスに

チームとして対処し、運動を行うことで、心にも少し

ずつ余裕が出てき、それに伴って様々な作戦を考え、

さらに運動に積極的に参加することができるようにな

ったと考えられる。

イイ  青青チチーームム（（ババススケケッットト経経験験者者あありり））

➁➁青青チチーームムのの特特徴徴

青チームは、バスケット経験者生徒Ｅが一人おり、

周囲の動きをよく見て行動ができる生徒である。周り

の生徒へ指示を出したり、どのように動くと良いのか

を伝えたりしていた。生徒Ｆは授業に活発に参加し、

意見をみんなの前でも言うことができる生徒である。

話し合いでも中心となって考えたり、外から見ている

ときは自ら声を出して指示を出したりしていた。生徒

Ｇは何事にも全力で取り組むことができる生徒である

ゲームにも積極的に参加しており、様々な動きに挑戦

し、どのように動けば得点が取れるのか、どのように

守れば相手の得点を防ぐことができるのかをよく考え

ていた。生徒Ｈは緑チームの中で比較的消極的な生徒

であり、話し合いではあまり自ら話す場面があまり無

かったが、積極的に運動に参加する姿は見られた。ま

た、青チームは、失敗したことや成功したことを基に

振り返りをしながら、次のゲームに活かそうとする様

子があり、「みんなで攻めて、みんなで守る」という

意識があるチームであり、コミュニケーションをよく

取るチームである。

【【第第 ・・ 時時】】

第 時や第 時のドリルゲームでは、映像の中で生

徒Ｆが「あー惜しい」「取れる、取れる！」「ナイス！」

「キャッチ！キャッチ！」「こっちに行った方がいい

よ」などと外から見ているときに声をかけていた。ま

た、生徒Ｅも中にいるときや外にいるときに「こっち

に行って！」などの指示を出す姿が見られた。第 時

での振り返りでは、「足を狙う」「突き指が怖い」「フ

ェイントをかけられてパスカットができなかった」

「相手が自分たちの動きを読んで、パスが全く通らな

かった」「足にボールを当てられた」「外の人がキャッ

チしていない時があった」「得点の入り方が難しい」

「取られた後すぐにパスを出される」等の意見が出て

おり、それらに対して、「相手の動きを、ボールを投

げる瞬間まで見てからパスカットをしようとした」

「フェイントをしてみて、その後にパスをしようとし

た」「相手の足くらいの高さのパスにして、自分たち

の作戦にした」「得点を数える時、指を使って数えた」

「右や左などの声を出して、出す方を伝えた」「距離

をとる」「守りではスペースを埋める」「すぐに切り替

える」等の自分たちなりの対処を考えることができて

いた。青チームは、この時点で動きについて様々な視

点から考えていることが分かる。

【【第第 ・・ 時時】】

第 時では、生徒Ｅが中心となってパスを繋いだり、

ドリブルでボールを運んだり、取られたらすぐに戻っ

たりし、様々な動きに挑戦していた。しかし、生徒Ｈ

は何をして良いのか分からないという様子が見られた。

生徒Ｅや生徒Ｇが生徒Ｈに指示を出しながらパスを出

したり、パスを受け取ったりしていたが、ボールを持

っているときの動きやボールを持っていないときの動

きに戸惑いがあった。

第 時では、守りの動きにおいて誰かが抜かれたら

周りの生徒がカバーして守る様子が多く見られた。攻

めの動きに関しては、ドリブルよりもパスで運んだ方

が速くゴールまでたどり着けるという意見の基でパス

を中心としながら動いていた。またパスを前に繋ぐだ

生徒Ａ：提出なし。

生徒Ｂ：最終的にはチーム内でうまく連携が取れるよう

になったと思う。黄色チームはほぼ全勝で緑にだけまけ

たのでその勝った時とても気持ちかった。

生徒Ｃ：いい感じだった。

生徒Ｄ：バスケ経験者がいなかったけれど作戦を考えて

対抗できた。楽しかった。

バスケはあんまり興味がなかったけれどチームで作戦を

たて協力したら以外と楽しくて最後まで全力を尽くせ

た。
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けでなく、困ったら後ろにパスをして体制を立て直す

事もしていた。そのようなことを意識した結果、振り

返りでは下記のような意見が出ていた 資料 。

資資料料 第第 時時のの振振りり返返りり

【【第第 時時～～第第 時時】】

第 時からは、生徒Ｅが外から見ていて動きを指示

したり、得点したときには「ナイス」と言っていたり

していた。また、コートを今まで以上に広く使い、前

の空いた空間に走り込む動きがあった。ドリブルで攻

める動きも加わり、状況判断をみんなでするようにな

っていた。誰かがドリブルで動いていたらそれに合わ

せてパスがもらえる位置に動くということもできてい

た。守りでは、誰かがボールを持っている相手に付き、

他の 人は抜かれたときのこと考えながらカバーでき

る位置にいたり、相手 人にそれぞれ付いていたりし

ていた。

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

資資料料 第第 時時チチーームムのの作作戦戦 抜抜粋粋

青チームは単元を通

して、最初からみんな

でどうするかを考えな

がら、それぞれの役割

を見出していった。個

人の得意を伸ばしつ

つ、不得意をカバーし

ながら、不安や嫌なことを解消していったと思われる。

また、このチームは、「協力」は最初からできていた

ものの、どのように動くことが自分たちに合っている

のかを思考や試行をしながら確立していったことが分

かる。

最後に単元が終わった後のアンケートやウェビング

マップにはこのような記述が見られた 資料 、 。

資資料料 単単元元後後ののアアンンケケーートト記記述述

資資料料 生生徒徒ＧＧののウウェェビビンンググママッッププのの実実際際

生徒Ｇのウェビングマップには、「パス→味方」「楽

しい→ストレス解消」という意見が出てきていた。

「攻める時に相手に囲まれてパスができなかったり、ボールが取られたりした」

「ジャンプしても届かないパスを出された。」

「人ゴールの前に立たれて最後のシュートがカットされた」

＜攻め＞

相手がいないスペースにパスを出す。

パスをすると見せかけてドリブルをしてゴールに近づく 逆も然り

＜守り＞

スペースを作らないように、 人ともコート全体に広がる

相手のパスコースを塞ぐように守る。

ゴールした後に、速攻されないようにすぐにパスコースを塞ぐＤＦをする。

＜攻め＞

スペースを作るために、ボールを持っている人

が後ろに下がって、相手を引きつけてスペース

を作る。そのスペースにパスを出す。声を出す。

＜守り＞

相手一人につき一人つく。

＜攻め＞

相手より先に動いてパスする。

パスコースを作る 図➀ 。隊形を作る 図➁ 。

＜守り＞

パスやシュートをしそうな人を守る。

＜攻め＞

隊形 下記の図 の前の人はゴールに一直線。

＜守り＞

隊形の前の人は守りの時はボールを追う役割。

相手がドリブルしているときに、外側に出すように守る。

生徒Ｅ：作戦を考える時も、試合をしている時も、楽し

くできました。個人の技術だけじゃなくてチームワーク

も大切なのかと思いました。

生徒Ｆ： 最初は、シュートも外しまくって、パスも繋

がらなくて楽しくないなと正直思っていたが、途中から

どうしたら良くなるかをチームで話し合うようになり、

そこで意見を言い合えて作戦も大体成功して、とても楽

しくバスケットボールができた。チームで話し合って、

意見を言い合って得点を入れられるようになったり、い

い作戦ができるようになったりとても楽しくバスケがで

きた。また、話し合って意見を言い合えて、どんどんい

いチームになっていけてよかった。

生徒Ｇ：バスケは一人でやるものではないと感じた。

生徒Ｈ：提出なし。

になった。また、「バスケット経験者なし」という不

安や嫌な気持ちに対して、緑チームの生徒は資料

から資料 までの下線部のように「協力」「助け合い」

という対処を行い、実際に自分たちで試行錯誤しなが

ら動くことができた。ここから、チーム内における自

己と他者の関係性を、運動を介して変えていくことが

できたと考える。

最後に単元が終わった後のアンケートやウェビング

マップにはこのような記述が見られた 資料 、 。

資資料料 単単元元後後ののアアンンケケーートト記記述述

資資料料 生生徒徒ＡＡ（（緑緑））ののウウェェビビンンググママッッププのの実実際際➁➁

生徒Ａのウェビングマップには「パスカット→でき

るとうれしい」「バスケ→協力して進む」「協力＝パス

をつなぐ」「ドリブル→できるようになってきた」と

いう意見が出ていた。

これらのことから、緑チームは、保健分野で学習し

たストレス対処や心と体のかかわりを活かしながら、

体育分野で自分たちなりに「不安」というストレスに

チームとして対処し、運動を行うことで、心にも少し

ずつ余裕が出てき、それに伴って様々な作戦を考え、

さらに運動に積極的に参加することができるようにな

ったと考えられる。

イイ  青青チチーームム（（ババススケケッットト経経験験者者あありり））

➁➁青青チチーームムのの特特徴徴

青チームは、バスケット経験者生徒Ｅが一人おり、

周囲の動きをよく見て行動ができる生徒である。周り

の生徒へ指示を出したり、どのように動くと良いのか

を伝えたりしていた。生徒Ｆは授業に活発に参加し、

意見をみんなの前でも言うことができる生徒である。

話し合いでも中心となって考えたり、外から見ている

ときは自ら声を出して指示を出したりしていた。生徒

Ｇは何事にも全力で取り組むことができる生徒である

ゲームにも積極的に参加しており、様々な動きに挑戦

し、どのように動けば得点が取れるのか、どのように

守れば相手の得点を防ぐことができるのかをよく考え

ていた。生徒Ｈは緑チームの中で比較的消極的な生徒

であり、話し合いではあまり自ら話す場面があまり無

かったが、積極的に運動に参加する姿は見られた。ま

た、青チームは、失敗したことや成功したことを基に

振り返りをしながら、次のゲームに活かそうとする様

子があり、「みんなで攻めて、みんなで守る」という

意識があるチームであり、コミュニケーションをよく

取るチームである。

【【第第 ・・ 時時】】

第 時や第 時のドリルゲームでは、映像の中で生

徒Ｆが「あー惜しい」「取れる、取れる！」「ナイス！」

「キャッチ！キャッチ！」「こっちに行った方がいい

よ」などと外から見ているときに声をかけていた。ま

た、生徒Ｅも中にいるときや外にいるときに「こっち

に行って！」などの指示を出す姿が見られた。第 時

での振り返りでは、「足を狙う」「突き指が怖い」「フ

ェイントをかけられてパスカットができなかった」

「相手が自分たちの動きを読んで、パスが全く通らな

かった」「足にボールを当てられた」「外の人がキャッ

チしていない時があった」「得点の入り方が難しい」

「取られた後すぐにパスを出される」等の意見が出て

おり、それらに対して、「相手の動きを、ボールを投

げる瞬間まで見てからパスカットをしようとした」

「フェイントをしてみて、その後にパスをしようとし

た」「相手の足くらいの高さのパスにして、自分たち

の作戦にした」「得点を数える時、指を使って数えた」

「右や左などの声を出して、出す方を伝えた」「距離

をとる」「守りではスペースを埋める」「すぐに切り替

える」等の自分たちなりの対処を考えることができて

いた。青チームは、この時点で動きについて様々な視

点から考えていることが分かる。

【【第第 ・・ 時時】】

第 時では、生徒Ｅが中心となってパスを繋いだり、

ドリブルでボールを運んだり、取られたらすぐに戻っ

たりし、様々な動きに挑戦していた。しかし、生徒Ｈ

は何をして良いのか分からないという様子が見られた。

生徒Ｅや生徒Ｇが生徒Ｈに指示を出しながらパスを出

したり、パスを受け取ったりしていたが、ボールを持

っているときの動きやボールを持っていないときの動

きに戸惑いがあった。

第 時では、守りの動きにおいて誰かが抜かれたら

周りの生徒がカバーして守る様子が多く見られた。攻

めの動きに関しては、ドリブルよりもパスで運んだ方

が速くゴールまでたどり着けるという意見の基でパス

を中心としながら動いていた。またパスを前に繋ぐだ

生徒Ａ：提出なし。

生徒Ｂ：最終的にはチーム内でうまく連携が取れるよう

になったと思う。黄色チームはほぼ全勝で緑にだけまけ

たのでその勝った時とても気持ちかった。

生徒Ｃ：いい感じだった。

生徒Ｄ：バスケ経験者がいなかったけれど作戦を考えて

対抗できた。楽しかった。

バスケはあんまり興味がなかったけれどチームで作戦を

たて協力したら以外と楽しくて最後まで全力を尽くせ

た。
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これらのことから、青チームは、もともと運動に積

極的に参加することができていた。それは、バスケッ

ト経験者ありのチームであることが一つの原因である

と考える。しかし、その中でも上手くいかないことが

ある中で、どのように動くことが良いのかを考え、

個々の特徴を踏まえた役割を見出し、お互いをカバー

することができるようになった。個々の不安をチーム

として対処するという自己と他者の関わりを、運動を

介して見出すことができたと考えられる。

ⅤⅤ 本本研研究究ににおおけけるる成成果果とと課課題題

 研研究究ののままととめめとと成成果果

以下は、全授業後の振り返りの意見である。

保健授業で「ストレスの感じ方・ストレス対処」や

「心と体のかかわり」の個々の違いを知り、体育授業

で様々な事象に対しての対処を考え、思考や試行をし

ながら実践していったことで、

それぞれのチームが自己と他者

の向き合い方を見出すことがで

きた。今回の実践での生徒の様

子や記述を見てみると、保健分

野と体育分野の関連性は右図のよ

うであると言える。これは、保健分野を最初に学んだ

ことで、知識の核ができ、その得た知識を体育授業で

中心部から外側へとアウトプットし、実際に試行する

ということを表している。

 課課題題

この実践では、体育授業の時間に保健で得た知識を

振りかえる場を設けることができなかった。また、ス

トレスと向き合うことはできたと思われるが、「スト

レスはあっても良い」という考えを見出すことができ

なかった。ストレスや不安はつきものであることから、

それらに対してどのように考え方を変えていくのかを

考えさせることができるような場があれば、より関連

を図ることができ、心と体を一体として捉えていくこ

とができるだろう。

今回の実践では球技・ゴール型のみの実践であった

ことから、今後は他単元での保健分野と体育分野の関

連を図る実践からの検証も望まれる。さらに、二クラ

ス合同で男子生徒のみの授業であったことから今後、

男女共習で行うことも必要である。

 今今後後にに向向けけてて

本研究は、教科内を横断的な支店で学習を充実させ

るために「教科内カリキュラム・マネジメント」を取

り入れ、中学校第 学年での保健分野「欲求やストレ

スへの対処と心の健康」と体育分野「 球技」を関連

付けた実践を行った。授業内での生徒の思考や試行を

通して学習を変化させていった結果、多くの成果と課

題を発見することができた。この成果と課題を改めて

考えるとともに、今後についてはさらに教科・領域内

の関連を持たせた保健体育の授業づくりに励み、生徒

の実態に合わせて教材を変化させていく授業を目指し

ていきたい。

【【引引用用・・参参考考文文献献】】

・文部科学省 『中学校学習指導要領 平成 年告示 解

説 保健体育編』 東山書房

・日野克博（ ）「体育分野 体育理論領域 と保健分野を関

連付ける保健体育科の授業づくり」 体育科教育研究

巻

・中村美里（ ）保健と体育の共通の土台としての「からだ

の学習」 雑誌「体育科教育」 大修館書店

・佐々木万丈・須甲理生（ ）「体育授業に対する劣等コン

プレックスの因子的概念と児童生徒の主体的要因との関

連」 体育学研究

・スポーツ庁（ ）第 期スポーツ基本計画

【【付付記記】】

本研究へのご理解及び実践の場を与えてくださった連携協

力校の校長先生をはじめ、教務主任の先生、保健体育科の先生

方や指導教員の頼住一昭先生を含め、多くの先生方のご指導や

助言によって有意義な実践を行うことができました。関わって

くださったすべての方々に心より感謝申し上げます。また、う

まくいったこと、うまくいかなかったこともありましたが、

様々な反応をしてくれた生徒たちのおかげで 年間の研究を楽

しく過ごすことができました。教職大学院での学び、連携協力

校での学びを活かし、今後も学び続けていく所存です。本当に

ありがとうございました。

「最初は、バスケのルールがわからず嫌だったけれど、

やっていくたびにチームの仲が深まったりルールが分か

り楽しくなった。」

「僕は最初の頃はバスケを一回もやったことが無かった

から、バスケやりたくないと思っていたけど、仲間は優

しいし、たまに勝てたので、楽しかったです。他のメン

バーでも色々なスポーツをやってみたいと思いました。」

「最初はルールがあまりわからなかったけど今回バスケ

をやって、ルールを少し理解したし、チームとも作戦を

立てて、実行したのがすごく楽しかったです。」

「この授業を終えて仲間とのチームワークや友達と楽し

くバスケをする事ができたので良かったと思います。こ

れからも、友達と一緒に仲良く日常生活でもしていきた

いと思います。」

「この授業でチームスポーツのチームワークの重要性を

学びました。このことを部活に生かそうと思います。」
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